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                                 Summary 

 Effect of boron (13) concentration (0.2, 5 and 10 ppm) in nutrient solution on the 
major mineral and B content, and ethylene (C2H4) and carbon dioxide (C02) production 
was investigated in relation to the occurrence of marginal leaf-burn and deterioration 
of vase life in chrysanthemums grown in sand. The nutrient solutions containing B 
were applied the last 3 weeks before harvest. Marginal burns appeared on the upper 
leaves of the plant at 10 ppm B 16 days after treatment and thereafter, developed 
towards the lower leaves and involucre. Symptoms were found on upper leaves at 5 

ppm B only at harvest. However, plants at 0.2 ppm B did not exhibit B toxicity 
symptoms. Vase life of cut flowers decreased by 15 to 17 days at 5 and 10 ppm B 
compared with 0.2 ppm B. B in leaves increased significantly with increasing B con-
centration in nutrient solution. B was much higher in the leaf margin than in the 
internal leaf areas. Potassium (K) in leaves gradually increased after treatment, but 
was slightly decreased at harvest. K was much higher in the internal leaf areas than 
margin. Total-N, P, Ca, Mg and Na in the leaves were not influenced by B concen-
tration in nutrient solution. B in various parts of the flower increased significantly 
with increasing B concentration in nutrient solution. The 13 content in decreasing order 
was involucre > ray floret > tublar flower > receptacle. K in various parts of the flower 
decreased slightly with increasing B concentration in nutrient solution. The K content 
in decreasing order was receptacle > ray floret --- involucre > tublar flower. The cut 
flower having marginal leaf-burn produced more C2114 and CO2 than those with the 
normal leaves. However, they decreased markedly by removal of the leaf margin. 
When petals or leaves of the cut flower began to wilt, the vessels of the stem end were 

plugged with a brownish substance. The substance was stained well with ruthenum 
red, methylene blue and safranin, although it was not stained with congo red and 
aniline blue. Therefore, it is possible that the vessel plugging substance is a pectin-
like compound. As a result, the marginal leaf-burn is apparently caused by high con-
centrations of B along the margin of leaves. Higher accumulation of B in leaves or 
ray floret, and plugging of pectin-like compounds in vessels of the stem may be one of 
the causes for deterioration of the vase life.

緒 言

秋ギクへの高濃変のホウ素(B)施 川 が,葉 縁褐変と
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切 り花の日持ち低一ドをもたらすことは,既 報(3)に お い

て明らかにした.ま た,葉 縁褐変葉(褐 変葉)の 葉縁部

のB含 量は,そ の中心部に比べて著しく高く,K含 量

は逆に低いこと及び高濃度のCaを 施用することにより,

Bに よる切 り花の日持ち低下が軽減され,葉 のB含 量

は減少することも報告 した(4).ユ リ(6)や ラフレモン
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(9)で は,B処 理 に よって 褐 変 した 葉 先 きのB含 量

は,健 全 な葉 身 部 に比 べ て著 し く高 い と言 わ れ て い る こ

とか ら,秋 ギ クの葉 縁 褐 変 はB過 剰 に よ る もの と推論

した(3,4).し か し,前 述 の よ うに,褐 変 部 でK含 量が

低 下 す るな ど,褐 変 とB以 外 の無 機 成 分 の 変 化 との 関

係 は 不 明 で あ り,Bの 過 剰 集 積 に よる との 断 定 は で きな

か った.ま た,目 持 ち の 低 下 につ い て も,吸 水 量,蒸 散

量,エ チ レ ン(C2H4)及 びCO2生 成 量 な ど,日 持 に 関

係 す る と思 わ れ る要 因 に つ い て観 察 した(2)が,そ の 原

囚 を 明 らか にす る に は至 らなか った.そ こ で,こ れ らの

点 を 究 明 す る た め,B処 理 濃 度 が植 物 体 の 無 機 成 分 含

量,C2H4,CO2生 成 量 に及 ぼ す 影 響 を調 査す る と と も

に,茎 通道 組 織 を組 織 化 学 的 な 方 法 で観 察 した.

材 料 及 び 方 法

秋 ギ クの 品 種`精 興 の花'の 挿 し芽 苗 を,1980年7月11

日に 天 竜 川 の 川 砂 を 詰 め た 木 箱(40×40×12cm)に4本

ず つ 定 植 し,そ の 後1週 間 は,0.5ppmのBを 含 む 基

本 培 養 液(3)の1/4濃 度 の もの を,7月19日 か ら10月

6目 まで は,0,2ppmのBを 含 む 基 本 培養 液(3)を,

灌 水 代 りに 施 用 した.施 用 は 晴 犬 口に は1日2回,曇 天

日は1回(1箱 当た り1回 に0.5～1.OZ)と した.な お,

雨 の 日は施 川 しなか った,培 地 の 表 面 に は 敷 わ らを 行 っ

た.摘 心 は7月21[に1回 だ け 行 い,2本 仕 立 て と した.

10月7日 か ら10月26日 ま で,0.2,5,10ppmの3段

階 のB濃 度 の 培 養 液(3)を 施 用 した.植 物 体 の 無機 成

分 の経 時li勺変 化 を調 査 す るた め,10月6,13,20日 に

各 区2箱 を,ま た収 穫 時(10月27日)に は,切 り花 の

日持 ち調 査 分 も含め,各 区3箱 を サ ンプ リン グに 供 試 し

た.無 機 成 分 の 分 析 及 び 日持 ち 調 査 の 方 法 は,既 報(3)

と 同様iに した.10月27口 にお げ る葉 の 無 機 成 分 の 分 布

を み るた め,葉 を葉 縁 部 とそ れ を 切除 した 残 り の 部 分

(葉 身 部)に 分 け て 分析 した.さ ら に,10PpmB区 の 褐

変 葉 と褐 変 の み られ な い葉(健 全 葉)に つ いて は,葉 縁

に 沿 って4mmず つ の 幅 に 切断 して 分 析 した.切 り花 の

C2114及 びCO2生 成 量 の 測定 は,各 区2個 体 を 用 い,

恒 温 室(20℃)内 の大 型 ガ ラス容 器 に入 れ,切 り口は 水

道 水50mlを 入 れ た ビー カー に挿 入 し,吸 水 させ な が ら

行 った.収 穫 翌 日(10月28日)か ら11月17日 まで の

毎 日,C2H4は3時 間,CO2は5時 間 容 器 を 密 閉 し,生

成 したC2H4及 びCO2を,Mallickら(8)の 方 法 に 準

じて,ガ ス ク ロマ トグ ラ フ ィー で測 定 した.デ ー タは2

日分 を ま とめ て 平均 値 で示 した.葉 のC2H4,CO2の 測

定 は,葉 を 葉柄 基 部 か ら切 り取 り,水 道 水10m1を 入 れ

た125mlの 三 角 フ ラス コ内 で 吸水 させ なが ら,切 り花

と同 じ方 法 で 行 った.な お,C2H4及 びCO2生 成 量 と

葉 縁 褐 変 との 関 係 を み るた め,健 全 葉(0.2ppmB区)

と褐 変 葉(10ppmB区)を,葉 縁 に沿 って2及 び8

mm幅 に 切 除 して,葉 のC2H4とCO2生 成 ・量 も測 定 し

た.一 方,日 持 ち 実験 で,葉 又 は花 弁が し おれ 始 め た 切

り花 につ いて,茎 基 部 の通 道 組 織 を顕 微 鏡 で観 察 し,道

管 の 閉 塞 物 質 につ い て,ル テ ニ ウ ム レ ッ ド,メ チ レ ン ブ

ル ー,サ フラ ニ ン,コ ンゴー レ ッ ド,ア ニ リ ンブ ル ー 等

の 色素 で 染 色 し,組 織 化 学 的 観 察(5,11)を 行 った.

結 果

1.生 育,日 持 ち に 及 ぼ す 影 響(第1表)

開 花 日,草 丈,切 り花 と根 の 新 鮮 重 に は,処 理 の 影響

が み られ なか った,切 り花 の 日持 ちは,5,10ppmB区

が,0・2ppmB区 に比 べ,15か ら17日 短 か か った.褐

変 は 処理 開 始 後16日 目(10,月23日)に,10PPmB区

の ヒ位 葉 の葉 縁 でみ られ,次 第 に下 位 葉 へ と進 み,20日

目(収 穫 時)に は総 包 に も及 ん だ.5ppmB区 で は,収

穫 時 に 上 位 葉 の 葉縁 が褐 変 した.0.2PPmB区 で は,

褐 変 は 全 くみ られ なか っ た.

2.葉 の 成 分 含 量 に 及 ほ す 影 響(第1,2,3,

4図)

10ppmB区 の 葉縁 部 のB含 量 は,経 時 的 に急 増 し,

処 理 開 始7日 目で100PPm,収 穫 時 に は453PPmと な っ

た.一 方,10ppmB区 の葉 身 部 と5ppmB区 の 葉 縁

部 のB含 量 も,経 時 的 に 高 ま り,収 穫 時 に は それ ぞれ

183,138PPmと な った.5PPmB区 の葉 身 部 の収 穫 時

に お け るB含 量 は,135PPmで あ った,0.2PPmB区

のB含 畢:は,処 理 期 間 中 を 通 して 変 動 が少 な く,葉 縁

部,葉 身 部 と もに20～38ppmで あ った(第1図).K含

量 は 各処 理 区 と も,葉 身 部 が 葉 縁 部 に比 べ て 終 始 高 か っ

Table 1. 

in

Effect of boron application on growth, leaf marginal 

chrysanthemums cv. Seik-inohana in sand culture.

burn and vase life
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た.5,10ppmB区 の 葉縁 部 で は,処 理 開 始14日 目 ま

で 経 時 的 に増 加 した が,収 穫 時 に は 急 減 した.ま た,両

区 の 葉 身 部 のK含 量 は,処 理 開 始7日 目か ら高 ま った

が,以 後 次 第 に 低 下 した 。0.2ppmB区 のK含 量 も14

日 目 まで 増 加 し,収 穫 時 に や や 減 少 した が,5,10ppm

B区 よ り高 か った(第2図).Total-N,P,Ca,Mg,

Naの 含量 の経 時 的 変 化 に は,B処 理 濃 度 の 影 響 はみ ら

れ なか っ たが,Mgだ け は 葉 縁 部 よ り葉 身 部 で 高か った

(デ ー一タ 省略).10PPlnB区 の 収 穫i時 に お け るB,K含

量 の葉 中 分布 をみ る と,B含 量 は褐 変 葉 が 健 全 葉 に比 べ

て 高 く,ま た,い ず れ も葉 縁 に近 い 部位 で 高 く,内 側 へ

向か うに つれ て低 ドした(第3図)が,K含 量 は 褐 変 葉

が 健全 葉 に比 べ て 低 く,ま た,い ずれ も内 側 へ 向 か うに

つ れ て 高 ま っ た(第4図).Mg含 量の 葉 中 分 布 はKと

同 じ傾 向 を 示 した が,褐 変 葉 は 健 全 葉 に 比 べ て 高 く,

TOtal-N,P,Ca,Na含 量 の褐 変 葉 と健 全 葉 及 び そ れ

らの 葉 中 分 布 に,差 は み られ な か った(デ ー タ省 略)。

Fig. 1. Changes of boron in leaf margin and internal 
 leaf areas of chrysanthemums treated with 

 various concentrations of boron. 

 Treatments : Leaf margin at 0.2 ppm B ; 
   - ,~, at 5 ppmn B ; i L, at 10 ppm B ; •-S, 

 Internal leaf area at 0.2 ppm B ; A A, at 5 

 ppm B ; • ®, at 10 ppm B.

Fig. 2. Changes of 

 internal leaf 

 with various 

 symbols, refer

 potassium in leaf margin and 
areas of chrysanthemums treated 

concentrations of boron. As to 

to Fig. 1.

Fig. 3. Boron content of various areas in 

 leaves and marginal-burned leaves of 

 themums treated with 10 ppm boron.

 normal 

chry san-
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3.花 の 各 部 のB含 量(第2表)並 び に そ の 他

の 無 機 成 分 含 量 に及 ほ す 影 響

B含 量は総包〉舌状花〉筒状花〉花床の 関係がみら

れ,い ずれ も,B処 理濃度が高まるにつれて増加 し,各

部の含量差 も大きくなった(第2表),K含 鼠は花床〉

舌状花 う総包〉筒状花の関係がみられ,特 に花床で 高

く,B処 理濃度が高まるにつれて,わ ずかに減少した.

Ca含 量は 総包〉花床〉筒状花〉舌状花 の 関係 が みら

れ,葉 のCa含 量 に比べ,総 包で約2倍,花 床でもほぼ

同昂:であ ったが,舌 状花では著 しく低かった.ま た,総

包と花床では,5ppmB区 でやや高かったほか,B処

理濃度の影響はみられなかった.Mg含 量は花床と総包

で高く,葉 とほぼ同量であったが,TOtal-N,P,Naの

含量は 各部 の差が少なかった.し か し,Total-N,P,

Mg,Naの 含量にはB処 理濃度の影響は明らかでなか

った(デ ー タ 省略).

4.切 り 花 と 葉 のC2H4及 びCO2生 成 量 に 及 ぼ

す 影 響(第5,6,7[文D

切 り花0)C2114生 成 鼠 は,10ppmB区 では 測 定 開 始

日か ら高 く,2日 目に最 高 とな り,そ の 後徐 々に 低 ドし

た.し か し,0・2及 び5ppmB区 で は,そ の よ うな 変

化 は み られ ず,終 始 低 い 値 を 示 した(第5図).葉 の

C2114生 成 量 も,10ppmB区 の 褐 変 葉 で は,測 定 開 始

日か ら著 し く高 く,2日 目に ピー クを示 し,以 後 急 減 し

た.10PPmB区 の健 全 葉 で は,0.2,5PpmB区 と差

が な く,常 に 低 い 値 を示 した(第6図).0.2ppmB区

の 健 全 葉 と10ppmB区 の褐 変 葉 を,葉 縁 に 沿 って2及

び8mm幅 に 切 除 した場 合 の,C2114生 成 量 を み る と,

10ppmB区 の2mm幅 切 除 葉(褐 変 部 不完 全 除 去)で

は,測 定 開 始 当 日が 最 高 で あ った.し か し,0.2ppmB

区 の2mm幅 切 除 葉 で は,2日 目に ピー クを示 し,そ の

後 は い ず れ も急 減 した が,10ppmB区 の ほ うが 常 に 高

か'♪た(第7図).一 ・方8mm切 除 葉 で は,0.2と10PPm

Bと で,C2H4生 成 量 に差 が み られ な か った(第7図).

切 り花 のCO2生 成:量 は,10PPmB区 で0.2と5Ppm

B区 よ り終 始 高か った(第5図).葉 のCO2生 成 量 は,

10PpmB区 の 褐 変 葉 で,健 全 葉 に比 べ て 高 か った が,

10pPmB区 の健 全 葉 で は,0.2,5ppmB区 の 健 全 葉

とほ ぼ 同 量 で あ った.な お,CO2生 成 昴:の経 時 的 変 化 を

み る と,各 区 と も測定 開 始時 に最 も高 く,以 後急 減 す る

様 相 を示 した(第6図).葉 縁 を 切除 した 場 合 の 葉 の

CO2生 成 量 は,処 理 濃 度 及び 葉 縁 切除 の 程 度 に,ほ と

ん ど影響 さ れ なか った(デ ー タ 省略).

5.切 り 花 の 茎 基 部 道 管 の 組 織 化 学 的 観 察

切 り花 の 日持 ち 調 査 で,葉 又 は花 弁が しお れ 始 め た 茎

の,切 り[附 近 の組 織 を,顕 徴鏡 で観 察 した と ころ,切

り口か ら数mmの 道 管 に,淡 褐 色の 物 質 が 詰 って いた.

この 物 質 は ル テ ニ ウム レ ッ ドで 赤色,メ チ レ ンブル ーで

青 色,サ フ ラ ニ ンで 黄燈 色 に,そ れ ぞれ よ く染 色 され た.

また,サ フ ラ ニ ン染 色後,希 塩 酸 で 処理 した と こ ろ脱 色

され た.な お,セ ル ロー ス 粘 液 の 染 色 剤 で あ る コ ン ゴー

Fig. 4. Potassium content of various area in normal 

 leaves and marginal-burned leaves of chrysan-

themums treated with 

As to symbols, refer t

0 ppm boron. 

Fig. 3.

Table 2. Effect of boron application on boron 

 content in parts of flower in chrysan-

 themums cv. `Seikonohana' in sand cul-

 ture (ppm on dry matter basis)
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レ ッ ド及 び カ ロー ス粘 液 の 染 色 剤 で あ るア ニ リン ブル ー

の,い ずれ に も染 色 され なか っ た.こ れ らの 結 果 か ら,

この 淡褐 色 の道 管 閉 塞 物 質は,ペ クチ γ様 物 質 で は な い

か と推定 した.な お,同 様の 物 質 は,0.2PpmB区 に お

い て も,葉 又 は花 弁が し おれ 始 め た 茎 基 部 の 道 管 で 観 察

され た.

考 察

秋 ギ クへ のB施 用 処 理が,葉 の 主要 成 分 含 昂:の経 時

的 変 化 と葉 中 の 分 布 に及 ぼす 影響 に つ い て調 査 した.そ

の 詰 果,高 濃 度 のB処 理 に よ り菓 中B含 量 は,処 理 開

始 後 か ら収 穫 時 まで 直線 的 に増 加 し,特 に 葉縁 部 に お い

て 急 増 した.こ のB含 量 の 変 化 は,健 全 葉 よ り褐 変 葉

に お いて 著 し く,褐 変 の 発現 と密 接 に関 連 して い る よ う

に観 察 され た.K含 量 はB処 理 に よ り,収 穫 時 に 減 少

した もの の,処 理 開 始 時 よ り高 く,B処 理 濃 度 の 影響

は,B含 量 に比 べ て 小 さ く,収 穫 時 のK含 量 が最 も低

か っ た 褐 変 葉の 葉 縁 部 に お いて さえ,LUntら(7)の 示

した好 適 範 囲 内の3.3%で あ った.こ の こ とか ら,K含

量 の 低 ドが,葉 縁 褐 変 の 原 因 とは 考え られ な い.Mg含

量 もKと 似 た葉 内分 布 を 示 した が,褐 変 葉 が 健 全 葉 よ

りゃや 高 い点 がKと 異 な った,し か し,い ず れ の 処理.

区 で も,Mg含 早:はLuntら(7)の 示 した 好 適 範 囲 内 に

あ り,Mg含 肚 と褐 変 発 現 との 関 係は 考 え られ な い.そ

の 他,TOtal-N,P,Ca.Na含 量 は,B処 理 の 影 響 が

明 らか で な か った こ とか ら,褐 変 との 関 連 は 求 め に く

い.し た が って,秋 ギ クのB処 理 に よ る 葉縁 褐 変 は,B

過 剰 に よ る典 形的 な 障 害 で あ る と結 論 で き る.こ の よ う

な 葉 の障 害 は,切 り花 の 外 観 を 損 ね る こ とは もち ろ ん の

こ と,葉 の しおれ を 早め,日 持 ち 低 一ドの 一因 と な って い る

と考 え られ る.な お,褐 変 の 発 現 が,本 実 験 で は 止位 葉

か ら始 ま り,下 位 葉 へ と進 展 し,こ れ まで の 場 合(3)の

よ うに,ド 位 葉 か ら上 位:葉へ の 順 序 と異 っ て い た .こ れ

は,根 か ら吸 収 され たBが,蒸 散 流 に よ って道 管 をL

昇 し,葉 に 集 積 され る(10)場 合,蒸 散 作 用が 活 発 葉 に,よ

り早 く多量 に 移 行す るの で,Bの 処 理 時 期 が,前 回 の 実

験(3)よ り遅 い ため に,そ の 時 期 に最 も活 動 が 盛 ん な 上

位 葉 か ら,褐 変が 発 現 した もの と考 え ら淑 る.

秋 ギ クの 花 の 各部 の成 分 含量 を調 査 した デ ー タは,見

当 た ら な い が,本 実 験 で は,花 各 部 のB含 量 は,B処

理 濃 度 が 高 ま る に つれ て,明 らか に 高 ま り,殊 に 総 包 の

含 量 は 著 し く高 か った.こ の ため,10ppmB区 で,収

穫 時 に褐 変 が 発現 した もの と思 わ れ る.ま た,舌 状 花 の

B含 量 も,113～140ppmと 比 較 的 高か った が,こ れ が

花 弁 の しおれ を 早め た 一・因 で は な い か と考 え られ る.

切 り花 のC2H4及 びCO2生 成 量 は,一 般 に,そ の 老

化 と関 係 が 深 い と され て い る が,本 実験 で も,10ppmB

区 の よ うに褐 変 を も った 葉や 切 り花 で は,そ れ らの 生成

量 が 高 か った.し か し,常 に空 気 の 対 流 す る室 内 で,褐

Fig. 5. Ethylene and carbon dioxide production in cut 

 with various concentrations of boron. 
 '- harvested on Oct . 27. 

 Treatments : 2               )- 0, Cut flower C2114 at 0.2 ppm 

 ppm B. • •, Cut flower CO2 at 0.2 ppm B ; A

 flower of chrysanthemums treated 

B ; G, ~, at 5 ppm B ; I- 1=1, at 10 

A, at 5 ppm B ; 0 -0, at 10 ppm B.
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変 葉 か ら1をLす るC2H、 やCO2が,切 り花 の 日持 ち に

及 ぼ す 影響 は,そ れ ほ ど大 きい と は 疹え ら れ な い.ま

た,褐 変 部 を 切 除 した 葉 は,0.2PPmB区 の もの と比

べ て,C2H4の 生 成量 に 羊1がみ られ なか った.こ れ は,

C2114の 生 成 が,褐 変 とい う葉 組 織 の損 傷 に よ る こ とを,

裏 付 け る もの と思 わ れ る.こ の こと は,健 全葉 に パ ラ=・

一 ト剤 を 塗 布 して ,人 為的 に褐 変 させ た 葉 に お い て も,

C2H4やCぐ)2生 成 吊が 増 大 す る 結 果(未 発 表)か ら も

推 察 で き る.

他 方,切 り花 の 寿 命は,水 揚 げ の 良 い こ とが 条件 の 一

つ と され,DurkinとKug(1)は,バ ラの吸 水 を阻 害 す

る原 因 と して,枝 の 切 り11附 近 の 維 管 束 が,リ グニ ンや

タ ン ニ ンに 富 ん だ ゴ ム状 物 質 に よ って,閉 鎖 され る こ と

を 挙 げ て い る.本 実 験 で は,切 り花 のLI持 ち調 査 に お い

て,葉 又 は 花 弁 が しおれ 始 め た 茎 の,切 り口か ら数mm

の道 管 に 詰 って い た 淡 褐 色 の 物 質 は,組 織 化学 的 にみ て,

ベ ク チ ン様 物 質 で は な い か と推定 した.こ の物 質 の 同定

は,さ らに 詳 細 な 検 討 を 要 す る が,植 物 体 内 のBと ペ

ク チ ン様 物 質 含 量 との 問 に,高 い1'Eの 相 関 が あ る こ とが

多 くの 植 物 で 認 め られ て い る(12),し た が って,秋 ギ ク

にお いて も,B過 剰 施 ケに よ って 茎 のB含 量 が 高 ま り

(4),ペ クチ ン様 物 質 の 生 成 が 促 され た 可 能性 も あ り,

また,こ の 物 質 に よ る道 管 の 閉 塞 が,切 り花 の 吸水 を阻

害:し(2),日 持 ちを 低'ド させ た 一・囚 とな った もの と思 わ

れ る.

摘 要

培 養 液 のB濃 度(0.2,5,10pPln)が,砂 耕 に おけ

る秋 ギ クの 葉 縁 褐 変 並 び に 切 り花 の 口持 ち 低 下 に及 ぼす

影 響 と,葉 の ヒ要 無 機 成 分,B含 吊:,エ チ レ ン,CO2生

成 量 との 関 係を 調 査 した.葉 縁 褐 変 は,10ppmB区 の

上 位 葉 で,処 理 後16日 目に み られ,そ の 後 これ ら の 症

状 は,下 位 葉 並 び に 総 包 へ と進 展 した.ま た,5ppmB

区 で は,収 穫 時 に 上 位 葉 で 発現 した.し か し,0.2Ppm

B区 では,こ の よ うな 症 状 は み られ な か った.5及 び10

ppmB区 の 切 り花 の 日持 ち は,0.2ppmB区 に比 べ,

Fig. 6. Ethylene and carbon dioxide production in 
 leaves of chrysanthemums treated with various 

 concentrations of boron. 
 Treatments: C -`;, Normal leaf C2H4 at 0.2 

 ppnt B at 5 ppm B ; -_I, at 10 ppm 
 B. M - /, Marginal -burned leaf C2114 at 10 

 ppm B. v . J. Normal leaf CO2 at 0.2 ppm B ; 
 CA~, at 5 ppm B ; at 10 ppm B. •... 

 /, Marginal burned leaf CO2 at 10 ppm B.

Fig. 7. I.thylc•ne production of chrysanthemum leaves 

 treated with 0.2 and 10 ppm boron after margins 
 were removed. 

 Treatments: ( removing of leaf margin in 
 2 mm width at 0.2 ppm B (Normal leaf) 

 at 10 pptn B (Marginal-burned leaf). 
 removing of leaf margin in 8 mm width at 0.2 

 ppm B (Normal leaf) ; -~, at 10 ppm B 
 (Marginal- burned leaf).
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15か ら17日 減少した.葉 のB含 量は,培 養液のB濃

度が高まるにつれて明らかに高まった.B含 量は葉縁部

が葉身部より高かった.葉 のK含 量は,処 理後次第に

増加したが,収 穫時には,わ ずかに減少した.K含 量は

葉身部が葉縁部より高かった,葉 のTotal-N,P,Ca,

Mg,Na含 量 は,培 養液のB濃 度に 影響…されなかっ

た.花 各部のB含 量は,培 養液のB濃 度が高まるにつ

れて,明 らかに増加 した.そ の含量には,総 包〉舌状花

〉筒状花〉花床の関係がみられた.花 各部のK含 量は,

培養液のB濃 度が高まるにつれて,わ ずかに減少 した.

その含量には,花 床〉舌状花÷総包〉筒状花の関係がみ

られた.エ チレン及びCO2生 成量は,葉 縁褐変葉をも

つ切 り花が,健 全葉の切 り花に比べて高かった.し か し,

その褐変部を切除すると著 しく低下した.切 り花の花弁

又は葉がしおれ始めた時,茎 の切 り[の 道管に,淡 褐色

の物質が詰っていた.こ の物質はルテニウムレッド,メ

チレソフルー,サ フラニンでよく染った.し か し,コ ソ

ゴーレッドやアニリンブルーでは染色されなかった.こ

のことから,こ の物質はペクチン様物質ではないかと推

定した.

以上の結果,葉 縁褐変は葉縁に高濃度のBが 集積す

ることによって発現することが明らかになった.葉 や舌

状花への高濃度のBの 集積並びに茎道管のペクチソ様

物質による閉塞は,切 り花の日持ちを低下させる原因の

一つと考えられる
.
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